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The purpose of this paper is to clarify how the career education of “Integrated Course” 
senior high school affects the vocational attitude of students and graduates. In this paper, I 
pay attention to the influence of "industrial society and the human being", which is the 
center subject of the career education of “Integrated Course” senior high school. Students 
with vague course hope entered “Integrated Course” senior high school and experienced 
various learning courses in the class of this "industrial society and human being" in their 
first year. In this class they heighten course consciousness and choose subjects according to 
their career expectations. The class aims at the upbringing of the students’ outlook on 
occupation, but does the class ultimately have any influence on students’ course choices? 
Based on the result of a follow-up study in a certain “Integrated Course” senior high school, 
I clarify a process of a change of the outlook on future occupation of the students from the 
point of view called adjustment and maladjustment of the students for "industrial society 
and the human being". 
As a result of this analysis, it becomes clear that the person who adapted to the career 
education of “Integrated Course” thought about an occupation in relation to not only the 
economic side but also society and his or her personal career viewpoint. In addition, the 
adaptation of the degree for career education influences the finding of employment and the 
changing of job awareness. Based upon the foregoing, it is suggested that the career 
education of “Integrated Course” led by "industrial society and the human being" affects 
the formation of the students’ outlook on occupation. In addition, it is also suggested that 
the college life and the occupational career after graduation of “Integrated Course” senior 
high school affects the change of the graduates’ outlook on occupation. 
 
                                            






 2015 年度に全国で総合学科を設置している高校は全日制 333 校、定時制 38 校である（文部
科学省「平成 27 年度学校基本調査（速報値）」）。1994 年の創設から 22 年経過したが、ここ数
年は学科数に大きな変化はない。文部科学省が総合学科を「公立 500 校（高等学校の通学範囲












 本稿の構成は以下のとおりである。まず、次の 2 節において本研究で使用する調査データに
ついて説明し、続く 3 節では分析の視点と方法について述べる。次に、4 節で調査対象者全体
の職業観の変化を見た後、5 節ではカリキュラム等のグループ別に分類した場合、職業観の変
化に違いがあるかどうかを確認する。そして、6 節で調査結果の総合的な分析と考察を行った





問紙調査を行っている(1)。調査は 2004 年度に北陸地方のある総合学科高校（A 校）に入学し
た生徒 200 人全員を対象に、3 年次になった 2006 年度まで実施された。回答は個人の実態や
意識を追跡するために記名式としている。調査では希望する進路に加え職業や進路、学校生活
に対する意識などを聞いた。3 回の質問紙調査では、長期欠席者などを除いた在籍者全員に調
査票を配布し、そのすべてを回収した。第 1 回調査（高 1、2004 年 10 月実施）の回答者は 198
人、第 2 回（高 2、2005 年 11 月実施）は 195 人、第 3 回（高 3、2007 年 1 月実施）は 192
人である。3 回すべての調査に回答をしたのは 191 人（男子 100 人・女子 91 人）であり、調
査対象者数（入学者数）200 人に対する有効回収率は 95.5％になる。 
さらに、筆者らはこれら在学中の 3 年間の調査に加え、卒業後の追跡調査を実施した(2)。調
査は対象サンプルが A 校を卒業後およそ 3 年半が経過した、2010 年 9～10 月に行われた。卒
業生 192 人のうち住所を確認できた 184 人に調査票を郵送し、128 人（男子 58 人、女子 70
人）から郵送で回収した。郵送数 184 人に対する有効回収率は 69.6％である。追跡調査も個人
の卒業後の実態を把握するため記名式とし、調査時点での在職・在学の状況や A 校の教育に対
する見方などを聞いた。 
調査対象校である A 校の前身は工業高校で、1995 年に地域で初めて総合学科が設置されて
いる。生徒の学力層は幅が広く、中学校で中位から下位の生徒が入学してくる。系列は普通科















問題としての 3 側面においても、その意識の変化を検討した。 
 本稿で使用する主なデータは、在学時の第 3 回調査（高 3、2007 年 1 月）と卒業後の追跡調
査（2010 年 9～10 月）の 2 つを比較したものである。具体的には、2 つの調査で共通して聞
いている、職業観に関する以下の 6 つの質問項目に対する回答を用いる。回答は「そう思う」
「まあそう思う」「あまりそう思わない」「そう思わない」の 4 件法とした。 
 













考にした。表 1～6 は、前節の職業に関する 6 つの質問項目について、表側に在学時調査（高 3




まず、表 1～3 は職業の主要な 3 つの側面である、「経済的」「社会的」「個人的」側面につい
て尋ねた結果である。結果を見ると、経済的側面（表 1）は「変化なし」が 99 人（79.2％）で
ある。在学中から肯定的回答が圧倒的に多く、卒業後もほとんど変化がない。社会的側面（表





















そう思う 91 10 1 1 103
まあそう思う 13 8 0 0 21
あまりそう思わない 1 0 0 0 1
そう思わない 0 0 0 0 0
計 105 18 1 1 125
注）「フリーター・アルバイト」「その他」「無回答」の 3 人を除く 
変化なし：99（79.2％），肯定化：14（11.2％），否定化：12（9.6％） 
 

















そう思う 26 17 5 1 49
まあそう思う 13 31 9 1 54
あまりそう思わない 2 ７ 7 3 19
そう思わない 0 1 0 2 3
計 41 56 21 7 125
注）「フリーター・アルバイト」「その他」「無回答」の 3 人を除く 
変化なし：66（52.8％），肯定化：23（17.7％），否定化：36（28.8％） 
 

















そう思う 42 17 3 1 63
まあそう思う 17 25 8 0 50
あまりそう思わない 1 4 5 1 11
そう思わない 0 0 0 0 0
計 60 46 16 2 124























そう思う 0 4 1 2 7
まあそう思う 2 5 3 5 15
あまりそう思わない 2 4 8 17 31
そう思わない 2 3 11 56 72
計 6 16 23 80 125
注）「フリーター・アルバイト」「その他」「無回答」の 3 人を除く 
変化なし：69（55.2％），肯定化：24（19.2％），否定化：32（25.6％） 
 

















そう思う 4 2 0 4 10
まあそう思う 4 9 4 4 21
あまりそう思わない 12 15 23 11 61
そう思わない 6 3 6 18 33
計 26 29 33 37 125
注）「フリーター・アルバイト」「その他」「無回答」の 3 人を除く 
変化なし：54（43.2％），肯定化：46（36.8％），否定化：25（20％） 
 

















そう思う 1 0 0 5 6
まあそう思う 4 3 3 7 17
あまりそう思わない 1 3 11 13 28
そう思わない 2 5 15 52 74
計 8 11 29 77 125










フリーター容認（表 6）は肯定化（30 人、24.0％）・否定化（28 人、22.4％）がほぼ同数であ
る。ただし、ニート傾向と同様に、在学中も卒業後も肯定的な回答は多くはない。つまり在学
中から卒業後にかけて、全体としてはフリーターに対する容認度は低いままということになる。 























の 5 つの項目を合成して尺度を作成した。なお、これらの質問は在学生調査の第 1 回（高 1 の
10 月）で行っている。回答は「そう思う」「まあそう思う」「あまりそう思わない」「そう思








 最初に 5 項目それぞれにおいて、「そう思う」に 4 点、「まあそう思う」に 3 点、「あまり
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そう思わない」に 2 点、「そう思わない」に 1 点を与えた。続いて 5 項目のスコアの合計点（最
高 20 点、最低 5 点）により、全体の分布状況を考慮して、「適応群」（50 人）、「普通群」（36
人）、「不適応群」（42 人）、の 3 つの群にグルーピングした(5)。 
 次に、②の 2～3 年次のカリキュラムについては、学校資料をもとに、生徒が在学中に実際
に選択したカリキュラムが普通科目中心なのか、職業科目中心なのか、という視点で分類した。
どちらも 64 人ずつで同数であった(6)。 
 さらに、③の高校卒業時の進路先は追跡調査において尋ねた項目である。具体的には、「就
職」（41 人）、「4 大」（28 人）、「短大」（30 人）、「専門（学校）」（27 人）である。なお、「フリ




図 1～6 は前述の職業に関する 6 つの質問項目について、肯定的な回答（「そう思う」と「ま

















→96.4％）でやや減少したが、4 グループとも高い数値のままである（就職・専門は 2 時点と
も 100％）。社会的側面では専門（74％→81.4％）で増加、就職（80.5％→73.2％）・4 大（89.3％
→75％）で減少した（専門は 83.3％で変化なし）。4 大の減少幅が大きく、就職も減少して最





図 1 職業の 3 側面の変化（キャリア教育適応度別） 
 
 
図 2 職業の 3 側面の変化（カリキュラム別） 
 
 





図 4 「社会問題」としての職業観の変化（キャリア教育適応度別） 
 
 
図 5 「社会問題」としての職業観の変化（カリキュラム別） 
 
 


























 ここでこれまで見てきたグループ別の職業観の変化（図 1～6）を、3 つの分類方法ごとにま

























































































































と。在学生調査の実施主体は A 校である。 
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